
 
【本件に関する報道関係各位からのお問合せ先】 

スポーツ庁地域スポーツクラブ活動体制整備事業運営事務局 担当：種橋・古屋・米沢 

Tel：03‐6821‐5730 MAIL：sports-chiiki@vectorinc.co.jp 

 

≪報道関係者各位≫ 

 

 

 
 
 

 

 

 

 

 

スポーツ庁では、「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議」の最終とりまとめを踏まえ、国が先頭に立ち、

関係団体と連携しながら、改革の理念や進め方を広く周知していくこととしております。 

この一環として、地方自治体・スポーツ団体のみならず、民間事業者や大学など幅広い関係者が協働するため、令和 7 年 8

月25 日（月）、26日（火）に「スポーツ庁・部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進に向けた産官学連携フォーラム」

を開催いたします。 

1 日目は、室伏スポーツ庁長官による基調講演を実施。続くパネルディスカッションでは、産業界、スポーツ界、行政、大学

といった各分野の有識者が一堂に会し、それぞれの視点から、「地域クラブ活動が目指すべき姿」や「地域全体で連携して行う

部活動改革」について議論を深めます。また、自治体、スポーツ団体、民間企業による取組事例の発表や、地方自治体と民間

事業者・大学等のマッチングの機会を設けます。 

 2 日目は、スポーツ庁からの施策説明、地方自治体の取組事例の発表、地方自治体担当者によるワークショップを予定してお

ります。 

   報道関係者の皆様は、8 月 25 日（月）のプログラムの取材が可能です。また、8 月 25 日（月）のパネルディスカッション

終了後、登壇者全員のフォトセッション、また室伏スポーツ庁長官によるぶら下がり取材を予定しております。 

 

ご多忙のところ、誠に恐縮ではございますが、本フォーラムへ取材を賜りたく御案内いたします。 

お手数ではございますが、取材を御希望される方は、下記出欠フォーム、もしくは QR コードより 

8 月 22 日（金）15:00 までに、お知らせくださいますようお願いいたします。 

取材申請フォーム https://forms.gle/GGXVBGcizb2pEcRw5 

 

 
 

■名称：部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進に向けた産官学連携フォーラム 

■主催：スポーツ庁、地域スポーツクラブ活動体制整備事業運営事務局 

■日程：令和７年８月 25 日（月）、８月 26 日（火） 

1 日目 ＜午前の部＞基調講演、パネルディスカッション     ＜午後の部＞マッチングフェア 

2 日目 ＜午前の部＞スポーツ庁施策説明、取組事例発表 ＜午後の部＞地方自治体担当者向けワークショップ 

※実施プログラムについては変更となる場合がございます。 

■会場：ベルサール新宿南口（東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-31-11 住友不動産新宿南口ビル 3・4F） 

■対象：首長、教育長、部活動の地域クラブ活動への移行（部活動の地域展開）を担当する行政職員、 

    総括コーディネーター、地域クラブ活動の運営団体職員等 

■参加費：無料 

■登壇者：次ページのプログラムを参照ください。 

■登壇者への取材に関して： 

 ・8 月 25 日（月）のパネルディスカッション終了後に、メインステージ付近にて室伏スポーツ庁長官によるぶら下がり取材を予

定しております。 

 ・他登壇者への取材を希望の場合は、別途下記事務局までお問い合わせください。 

2025 年 8 月吉日 
スポーツ庁地域スポーツクラブ活動 

体制整備事業運営事務局 

～地方自治体、スポーツ団体、民間企業、大学等との連携・協働により、“部活動改革”を目指す～ 

部活動の地域展開・地域クラブ活動の推進に向けた 

産官学連携フォーラム 開催 

室伏スポーツ庁長官とゲストが登壇し、パネルディスカッション 

日時：令和 7 年 8 月 25 日（月）、8 月 26（日） 

会場：ベルサール新宿南口（東京都渋谷区千駄ヶ谷 5-31-11 住友不動産新宿南口ビル 3・4F） 
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スポーツ庁 取材案内 
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1 日目（8 月 25 日(月)） 
▼メイン会場（3F HALL） 
8:30 開場・受付開始 

9:30 開会 

9:35 基調講演 

 登壇者：室伏スポーツ庁長官 

10:15 パネルディスカッション 

 テーマ：「全ての子供に多様な学びと体験の場を 〜産官学が連携・協働して進める部活動改革〜」 

登壇者：  

◆パネリスト ※50 音順、敬称略 

 栗山 英樹 （北海道日本ハムファイターズチーフ・ベースボール・オフィサー） 

 小路 明善 （アサヒグループホールディングス株式会社会長） 

 代田 昭久 （一般社団法人 未来地図 代表理事） 

 原   晋   （青山学院大学陸上競技部監督・地球社会共生学部教授） 

 益子 直美 （日本スポーツ少年団本部長） 

 室伏 広治 （スポーツ庁長官） 

◆ファシリテーター ※敬称略 

 友添 秀則 （環太平洋大学体育学部教授） 

11:45 フォトセッション、室伏スポーツ庁長官ぶら下がり取材  

12:00 休憩 

16:00 ネットワーキング 

18:00 終了 

 

▼サブ会場（4F）※複数プログラムが同時並行で開催されます。開催場所は下記を参照ください。 

13:00 取組事例の発表（4F Room1・2） 

 登壇者：地方自治体、スポーツ団体、民間企業 担当者 

 地方自治体と民間企業、大学等とのマッチングフェア（4F Room３・4・5・６） 

17:00 終了 

 

2 日目（8 月 26 日(火)） 
▼メイン会場（3F HALL） 
9:00 開場・受付開始 

10:00 スポーツ庁からの施策説明 

10:30 取組事例発表 

12:00 休憩 

 

▼サブ会場（4F Room1・2・3・4・5・6） 

13:00 地方自治体担当者向けワークショップ 

15:00 終了 

 

 

 

 

 

実施プログラム ※プログラム内容、登壇者は変更可能性がございます。 
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■取材時の留意事項 

※当日、８時 30 分から受付を行います。メディアブリーフィングは、９時 00 分から開催します。 

※カメラ位置は、ムービーは抽選、スチール・ペンは先着順での入場を予定しています。  

※当日の様子について、オフィシャルスチール、ムービーの提供を予定しております。 

※受付状況によっては、取材や三脚の使用に制限をかけさせていただく場合がありますので、予め御了承ください。 

※ムービーエリアに音声分配器を御用意いたします。電源の用意はありません。 

※イベント途中の入退室は可能ですが、一般のお客様も参加されているため御配慮いただけますようお願いいたします。 

※プログラムは変更の可能性がございますので、御了承ください。 

※報道関係者用の駐車場の用意はございません。各自で確保をお願いいたします。 

※他媒体への転用は御遠慮下さい。取材は事前に御登録いただいた媒体に限らせていただきます。 

※撮影された動画・静止画を本件報道以外に転用・転載・流用することは禁じられております。 

※登壇者への個別取材ご希望の場合は、必ず事前に PR 事務局に御相談いただくようお願い申し上げます。 

※一般の参加者へのインタビューや撮影を行う場合は、媒体社様で御本人の了承を得てください。 

※会場内で撮影等する際は、一般の方の個人が特定できないように御配慮ください。 

※取材の際は、自社腕章を必ず着用してください。 

※当日は、係員の指示に従ってください。指示に従っていただけない場合、取材をお断りする場合がございます。 

※機材及び貴重品は自己管理でお願いいたします。 

  
 

 

＜部活動の地域クラブ活動への移行（部活動の地域展開）とは＞ 

 部活動の地域クラブ活動への移行（地域展開）とは、急速な少子化が進むなか、生徒が将来にわたって継続的にスポーツ

や文化芸術活動に親しむ機会を確保し、充実させることを目的とした取組です。これまで学校単位で行われてきた部活動を地

域全体で関係者が連携して支える仕組みに移行します。これにより、生徒に豊かで幅広い活動機会を提供し、新たな価値を

創出することが狙いとされています。 

 

＜参考・部活動をめぐる社会背景・課題＞ 

• 急激な少子化により、生徒が将来にわたりスポーツや文化芸術に親しむ機会の確保が社会的課題に。 

• 従前と同様の学校単位での体制での部活動の運営は困難。学校や地域によっては、存続が厳しい。 

• 必ずしも専門性や意思に関わらず教師が顧問を務める指導体制の継続は、学校の働き方改革が進む中、より困

難。 

＜スポーツ庁のこれまでの取組＞ 

• 少子化が進む中でも、将来にわたり生徒がスポーツ・文化芸術活動に継続して親しむ機会を確保するため、部活動の

地域クラブ活動への移行を推進。 

• 令和５年度から令和７年度までの３年間を「改革推進期間」として、地域の実情に応じて可能な限り早期の実現

を目指すべく、地域クラブ活動への移行に取り組んできた。 

• 特に「地域クラブ活動」では、学校部活動が担ってきた教育的意義を継承・発展し、新たな価値を創出。 

＜スポーツ庁の有識者会議で示された今後の改革の方向性＞ 

• 令和８年度から令和 13 年度までを「改革実行期間」とする。 

• 休日は、次期改革期間内に、原則全ての学校部活動において地域展開の実現を目指す。 

• 平日についても、各種課題を解決しつつ、更なる改革を推進。 

〈参考〉 フォーラム開催背景 
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